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都
政
を
変
え
れ
ば
日
本
は
変
わ
る

　
　
　
　
　

          
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

五
十
嵐　
仁
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
・
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
元
所
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　
　
〔
以
下
の
論
攷
は
、『
全
国
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
』
第
４
１
８
号
、
４
月
10
日
付
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。〕

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
が
高
ま
り
、
都
民
の
健
康
と
命
、
生
活
を
守
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
損
害
は
多
岐
に
わ
た
り
、
莫
大
で
す
が
、
そ

の
ツ
ケ
は
都
民
に
回
っ
て
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で
実
施
さ
れ
る
都
知
事
選
挙
は
、
首
都
東
京
の
政
治
決
戦
と
し
て
特
別
の
意
義
を
持
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っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
第
１
は
、
最
大
の
地
方
自
治
体
の
ト
ッ
プ
を
決
め
る
選
挙
と
し
て
、「
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
」
行
政

の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
で
す
。
と
り
わ
け
、
公
社
・
都
立
病
院
の
独
法
化
、
羽
田
新
ル
ー
ト
、
カ
ジ
ノ
誘

致
の
問
題
は
急
速
に
浮
上
し
て
き
た
重
大
争
点
で
す
。

　

ま
た
、
小
池
知
事
が
掲
げ
て
い
た
「
築
地
を
守
る
」
な
ど
の
公
約
が
ど
れ
だ
け
実
現
さ
れ
た
か
と
い
う
検
証

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

第
２
は
、
モ
リ
・
カ
ケ
、
桜
を
見
る
会
、
検
事
長
人
事
で
の
疑
惑
、
公
文
書
管
理
の
ず
さ
ん
さ
、
政
治
の
私

物
化
な
ど
で
国
民
の
信
を
失
っ
て
い
る
安
倍
政
権
に
審
判
を
下
す
チ
ャ
ン
ス
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

都
知
事
選
で
「
ノ
ー
」
を
突
き
つ
け
、
東
京
を
変
え
れ
ば
日
本
は
変
わ
り
ま
す
。

　

第
３
は
、
解
散
・
総
選
挙
を
間
近
に
控
え
た
時
期
で
の
大
型
政
治
戦
と
し
て
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。
都
知
事

選
は
共
闘
の
試
金
石
で
あ
り
、
誰
が
候
補
者
に
な
っ
て
も
勝
て
る
枠
組
み
を
草
の
根
か
ら
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

石
原
・
猪
瀬
・
舛
添
・
小
池
と
続
い
た
不
毛
な
都
政
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
住
民
無
視
の
荒

れ
野
と
な
っ
た
都
政
を
立
て
直
し
、
都
民
の
手
に
取
り
戻
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。


